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と
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五
枚
橋
久
夫
氏
が
再
選

村
長
選
挙

▽
生
年
月
日

　
昭
和
21
年
６
月
６
日

▽
家
族

　
妻
、
娘
、
孫
の
４
人

▽
略
歴

　
昭
和
45
年
３
月

　
　
岩
手
大
学
工
学
部
中
退

　
昭
和
45
年
４
月

　
　
日
本
林
産
化
学
工
業
㈱
入
社

　
昭
和
48
年
２
月

　
　
日
本
林
産
化
学
工
業
㈱
退
社

　
昭
和
48
年
３
月

　
　
九
戸
村
農
業
協
同
組
合
就
職

　
平
成
17
年
３
月

　
　

北
い
わ
て
農
業
協
同
組
合

　
　
退
職

　
平
成
24
年
４
月

　
　
九
戸
村
長　
初
当
選

　
平
成
28
年
４
月

　
　
九
戸
村
長　
再
選

▽
信
条

　
過
っ
て
改
め
ざ
る
、
こ
れ
を
過

　
ち
と
い
う

▽
人
物
像　
誠
実

▽
趣
味　
登
山
、
囲
碁

▽
好
き
な
作
家
・
本

　
新
田
次
郎
・
剱つ
る
ぎ岳
点
の
記

▽
好
き
な
食
べ
物

　
じ
ゃ
が
い
も
、
そ
ば
、
か
っ
け

▽
好
き
な
歌

　
時
代
お
く
れ

▽
好
き
な
タ
レ
ン
ト

　
マ
ギ
ー
司
郎　



3 広報くのへ◦2016（Ｈ28）５月

　平成28年４月10日に執行された九戸村長選挙の結
果をお伝えします。

　当日の有権者数は、前回平成24年より299人少
ない5,198人（男2,478人、女2,720人）、投票率は
83.86%（男83.05%、女84.60%）で、0.15ポイント下
回りました。期日前投票者数は1,331人（前回1,045人）、
不在者投票数は19人（同40人）でした。投票所ごと
の投票結果は次の通りです。

候補者氏名 得票数 年齢 党派
当 五枚橋　久　夫 2,221票 69 無現

岩　部　しげる 2,120票 70 無元

投票区 投　票　所 有権者数 投票者数 投票率

１ 宇堂口地区農村婦人の家 202 155 76.73
２ 平内公民館 329 269 81.76
３ 村老人福祉センター 640 531 82.97
４ 山根集落センター 323 274 84.83
５ 荒谷桂藤会館 269 230 85.50
６ 伊保内ふれあい会館 848 716 84.43
７ 村山村開発センター 767 634 82.66
８ 小倉ふれあい会館 187 151 80.75
９ 長興寺多目的集会施設銀杏会館 615 534 86.83
10 雪屋集落センター 88 79 89.77
11 田代生活改善センター 119 99 83.19
12 江刺家ふるさとセンター 423 348 82.27
13 細屋ふれあいセンター 193 171 88.60
14 おりつめ構造改善センター 195 168 86.15

合　計 5,198 4,359 83.86

九戸村長選挙の投・開票結果

≪開票結果≫

≪投票結果≫

（投票は午前７時から午後７時まで、村内14投票所）

（開票は村公民館、午後８時開始、午後8時43分終了）

（単位：人、%）

当
選
証
書
を
付
与
さ
れ
る

五
枚
橋
久
夫
氏
（
左
）

❶
農
業
を
柱
と
し
た
産
業
振
興

⃝
農
林
業
を
活
性
化
し
、
地
域

　
経
済
の
再
生
を
図
り
ま
す
。

⃝

各
種
事
業
に
商
品
券
を
活
用

　
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
元
商

　
店
を
応
援
し
ま
す
。

❷
若
者
の
定
住
と
子
育
て
環
境

　
の
整
備
充
実

⃝

若
者
住
宅
を
引
き
続
き
整
備

　
し
、若
者
の
定
住
を
図
り
ま
す
。

⃝

給
食
費
の
軽
減
を
図
り
、
子

　

育
て
世
代
の
支
援
を
強
化
し

　
ま
す
。

⃝

保
育
園
乳
児
室
な
ど
の
環
境

　
整
備
を
進
め
ま
す
。

❸
村
の
将
来
を
担
う
人
づ
く
り

⃝

小
・
中
・
高
連
携
に
よ
る
、
学

　

力
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
強

　
化
し
ま
す
。

⃝

伊
保
内
高
校
存
続
に
向
け
た
、

　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
支

　
援
を
強
化
し
ま
す
。

⃝
Ｐ
Ｃ
・
電
子
黒
板
を
活
用
し

　

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
展
開
を
図

　
り
ま
す
。

⃝

先
人
の
志
を
伝
承
・
伝
達
し
、

　

郷
土
に
誇
り
を
持
つ
人
材
を

　
育
成
し
ま
す
。

❹
福
祉
の
充
実

⃝

九
戸
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
と

　
連
携
し
て
、
訪
問
診
療
を
支
援

　
し
ま
す
。

⃝

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
と

　

健
康
づ
く
り
を
促
進
す
る
ほ

　
か
、住
民
参
画
に
よ
る
高
齢
者・

障
が
い
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
デ
館
を
拡
充
し
、
産
直
機
能
を

　
強
化
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
道

　
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

⃝

甘
茶
加
工
機
器
を
整
備
し
、
特

　

産
品
の
販
路
拡
大
に
努
め
ま

　
す
。

⃝

政
実
く
の
へ
Ｆ
Ｍ
を
活
用
し

　
て
地
域
情
報
を
発
信
し
、
村
内

　
外
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

❻
公
共
施
設
設
備

⃝

二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
の
移

　
転
新
築
を
進
め
ま
す
。

⃝

役
場
庁
舎
・
学
校
・
上
下
水
道
・

　

道
路
橋
梁
の
年
次
計
画
に
基

　
づ
く
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

８
つ
の
重
点
政
策

❺
地
域
の
活
性
化

⃝

道
の
駅
「
お
り
つ
め
」
オ
ド

❼
公
平
公
正
な
対
話
の
行
政

⃝

住
民
本
位
の
行
政
の
推
進
や

　
村
の
計
画
内
容・予
算
措
置
を
、

　

よ
り
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ

　
く
た
め
に
、
情
報
を
提
供
し
な

　

が
ら
対
話
の
行
政
を
進
め
ま

　
す
。

❽
行
財
政
改
革

⃝

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て

　

も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は

　
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
改

　
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
住
民

　

の
皆
さ
ん
の
協
働
に
よ
る
参

　
画
を
促
し
、
暮
ら
し
の
安
全
を

　
守
り
ま
す
。
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新採用職員を紹介します

○総＝総務企画課，○税＝税務会計課 , ○住＝住民生活課 ,
○農＝農林建設課 ,　○議＝議会事務局 , ○教＝教育委員会事務局

行 政 区 行政連絡員 地域サポーター（所属課など）
瀬 月 内 桂 川 久 二 夫 中村　　学○総 桂川祐太郎○教
宇 堂 口 山 本　 繁 藏 大久保勝彦○議 山本　拓洋○税
泥 の 木 篠 山　 信 一 髙倉　孝一○税 篠山　　剛○農
平　 内 本 地　 善 也 岩崎　一弘○農 舘　　伸幸○総
妻 の 神 山 下　 一 義 柳平　善行○住 碓氷あかね○住
戸 田 上 高 見 舘　 保 中奥　達也○農 岩崎　浩美○教
戸 田 下 橋 本　 敏 夫 晴山美佐子○税 関端　祐介○農
戸田舘の下 馬 場　　 茂 觸澤　英之○総
山　 根 舘　　 孝 一 上村　浩之○住 田澤　直樹○住
荒　 谷 尾 友　 勝 彦 関口　猛彦○農 向井　祐貴○農
二 ツ 家 本 地　 正 明 上村　勝己○教 佐賀　友洋○教
鹿　 島 戸 花　 俊 幸 吉川清一郎○住 横井　俊祐○住
伊保内上 澤 村　 光 司 松浦　拓志○総 岩渕　信毅○税
伊保内下 櫻 庭　　 孝 大向　一司○教 小野寺さゆり○総
川　 向 和 田　　 勉 坂下　守男○議 下村　　明○総
南　 田 下 斗 米 光 昭 杉村　幸久○住 下高山朋徳○農
小　 倉 櫻 庭　 次 男 久保　太毅○農 櫻庭　和輝○農
長興寺上 大 崎　 福 雄 川原　憲彦○教 中村　智子○農
長興寺下 千 葉　 政 勝 玉川　光彦○税 下川原美保子○農
大　 向 工 藤　 勝 美 和田沙耶香○住
五 枚 橋 大 崎　　 勝 細川　　忍○農 小野寺　隆○税
荒　 田 三 澤　 勝 義 野辺地利之○住 古舘　里美○住
雪　 屋 大 崎　　 茂 小野寺　正○農 山本　猛輝○農
田　 代 白 梅　 勝 行 野辺地　実○教 前川　和也○税
柿 の 木 上 柿　 政 蔵 坂野上克彦○総 南　　公太○住
江刺家上 鈴 木　 雄 三 斉藤　　諒○住 上宿　智史○税
江刺家下 野 辺 地 宏 継 古舘　英一○総 河村　侑乃○住
道　 地 石 川　 弘 志 野辺地龍一○農 船山　信香○住
丸 木 橋 池 田　 一 男 佐藤　康輔○農 八重樫秀昭○総
山　 屋 谷 地 向 正 志 浅水　　渉○農 細川　　猛○農
細　 屋 野 辺 地 竹 男 大崎　篤史○総 笹山　　永○税

行
政
連
絡
員
と
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
を
紹
介

28
年
度

◎伊保内保育園・保育士
櫻場  祐

ゆう
子
こ

（31 歳・十和田市）

「九戸村の子どもたちと住民
皆さんのために頑張ります。
どうぞよろしくお願いいた
します」

平成 28 年度

◎住民生活課・主事補
田澤  直

なお
樹

き

（28 歳・山根）

「地域のイベントに積極的に
参加し、さまざまな人と交
流を深めて、信頼ある職員
を目指したいと思います」

◎農林建設課・主事補
細川  猛

たける

（29 歳・細屋）

「地元で働けることとなった
喜びを忘れず、九戸村がこ
れからも発展していくよう
努力していきたい」

　

今
春
、
異
動
で
本
村

に
着
任
さ
れ
た
校
長
先

生
を
紹
介
し
ま
す
。
記

事
中
の
数
字
は
①
前
任

地
②
出
身
地
③
年
齢
④

趣
味
⑤
抱
負
と
な
っ
て

い
ま
す
。

よ
う
こ
そ

九
戸
村
へ

︻
江
刺
家
小
学
校
長
︼

①
盛
岡
市
区
界
高
原
少
年
自
然

の
家
②
盛
岡
市
③
55
歳
④
地
学
・

地
質
に
興
味
が
あ
り
、
岩
石
鉱

物
の
採
取
が
好
き
⑤
地
域
や
保

護
者
に
信
頼
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
明
る
く
元
気
に
通
っ
て
く

れ
る
学
校
に
し
た
い
。

高橋  俊
とし

明
あき

校長

︻
伊
保
内
高
等
学
校
長
︼

①
盛
岡
市
立
高
校
②
盛
岡
市
③

56
歳
④
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
す

こ
と
⑤
社
会
人
と
し
て
生
き
て

い
く
た
め
の
、
学
力
や
学
び
続

け
る
力
を
培
い
、
人
間
関
係
を

上
手
に
つ
く
れ
る
生
徒
を
育
て

た
い
。

菅原  尚
たか

志
し

校長

︻
九
戸
中
学
校
長
︼

①
盛
岡
市
立
上
田
中
学
校
②
盛

岡
市
③
53
歳
④
読
書
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
⑤
重
責
を
認
識

し
、
子
ど
も
た
ち
が
持
っ
て
い

る
力
を
で
き
る
だ
け
多
く
伸
ば

し
て
い
き
た
い
。

吉田  竜
りゅうじろう

二郎校長



5 広報くのへ◦2016（Ｈ28）5月

平成27年度
定期監査

結果（抜粋）
１．監査対象

　総務企画課、税務会計課、住民生活課、農
林建設課、農業委員会事務局、議会事務局、
選挙管理委員会事務局、教育委員会事務局

２．監査期間　平成 28 年２月１日～３日

３．監査の範囲および方法　
　今回の監査は、全会計および基金を対象と
する事務・事業を対象とし、平成 27 年４月
１日から同年 12 月 28 日までに執行された財
務などに関する事務について、監査対象機関
から提出された監査資料および監査対象の簿
冊などの内容を審査し、下記の各項目につい
て、事務の執行が法令などの定めに従って適
正に行われているか、また、財務に関する事
務の執行および経営に係る事業の管理が法令
などの定めに従って適正に行われているかど
うかについて、関係書類を調査するとともに、
担当職員から説明を求めるなどの方法にて実
施した。

４．指定資料　
①予算執行状況＜歳入・歳出＞②未収金調書

（滞納繰越分）③契約事項調書（物品・備品）
④工事執行状況⑤主な事業状況⑥調定処理簿
⑦収納簿（滞納整理簿含む）⑧不納欠損処理
簿⑨債権残高調書（基金運用状況含む）⑩備
品管理台帳⑪財産管理台帳⑫出勤簿⑬休暇処
理簿⑭時間外整理簿⑮その他

５．監査の結果　
　全会計における予算の執行状況および主要
な事業の執行状況ならびに補助金などの執行
状況については、所期の成果を挙げるべく効
果的な事務処理に努めていると認められた。
また、上記の監査対象の事務などについては、
法令などの定めに従って適正に処理されてい
るものと認められた。（※ なお、会計別執行
状況および基金運用状況は、役場前掲示板に
掲示しています）
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■
検
診
料

①
乳
が
ん
検
診

40
～
49
歳
の
人　

  

１
８
０
０
円

50
歳
以
上
の
人　

  

１
０
０
０
円

②
子
宮
頸け
い
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　
　

  
１
６
０
０
円

※
住
民
税
非
課
世
帯
と
70
歳
以

上
の
人
は
無
料
で
す
。

■
対
象
者

①
乳
が
ん
検
診

40
歳
以
上

⃝

検
査
内
容
…
乳
房
Ｘ
線
撮
影

な
ど

※
40
～
49
歳
の
人
は
、
エ
コ
ー

検
査
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

②
子
宮
頸
が
ん
検
診

20
歳
以
上

⃝

検
査
内
容
…
視
診
・
細
胞
診
・

内
診
・
経
膣
超
音
波

※
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

は
、
２
年
に
１
回
の
受
診
と
な

り
ま
す
。
勤
務
先
で
同
検
診
が

あ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
で
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

■
そ
の
他

受
検
時
の
注
意
点
な
ど
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
年
齢
は

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
の
年

齢
で
す
）　　
　

≪受付時間≫
午前　①乳がん検診　　　 午前９時　　   ～　午前 10 時 30 分
　　　②子宮頸がん検診 　午前９時 30 分～　午前 10 時 30 分
午後　両検診共通　　　　 午後１時　　   ～　午後２時

月　日  時  間 対　象　地　区 検 診 会 場

５月 11 日
（水）

午前 瀬月内、宇堂口、泥の木、戸田上、
戸田舘の下 村老人福祉セ

ンター
午後 平内、妻の神、戸田下、山根

５月 12 日
（木）

午前 田代、柿の木、江刺家上・下、
道地、丸木橋、山屋、細屋

江刺家ふるさ
とセンター

午後 長興寺上・下、大向、五枚橋、
荒田、雪屋 保健センター

５月 22 日
（日）

午前 二ツ家、鹿島、伊保内下、小倉
保健センター

午後 荒谷、伊保内上、川向、南田、
休日希望者

【乳・子宮頸がん検診日程】

乳
・
子
宮
頸
が
ん
を
受
け
ま
し
ょ
う

※ 検診の混雑を防ぐため、地区ごとに検診日を指定しています。
　指定日に都合がつかない場合は、上記のいずれかの日程に受診
してください。
■問い合わせ
　住民生活課保健衛生班（☎ 42-2111 内線 122）
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

ングを飾った、初出演となる喜楽会（宇堂口地区）

青二才をあでやかに踊る、長興寺老
人クラブの皆さん

夫・岩崎忠藏さん（左）の歌に合わ
せ、おしとやかに踊る妻・シミさん

村老連レクに 200 名
元気な踊りが観衆魅了
　第40回村老人クラブ連合会レクリエーション大会が
３月15日、ＨＯＺホールで開かれました。この日を楽
しみにしていた約200名が来場し、ユーモアあふれる
芸を楽しみました。発表部門では、村内９つの老人クラ
ブの会員が集まり、元気に踊りや歌を熱演。今年は平成
26年度に設立された喜楽会も加わり、39演目で来場者
を魅了しました。60歳以上とは思えないほど、元気で
迫力ある演技に大きな拍手が送られていました。華やか
な衣装で身を着飾った出演者たちによる、あでやかな演
技には、温かな「お花」も届けられていました。

伊高２人にご当地ナンバーが交付
バイク通学で村をＰＲ
　ご当地ナンバー交付式が４月１日、役場村長室で開かれま
した。昨年本村で合併60周年を迎えたことを記念し、ご当
地ナンバーの採用を検討。昨年９月からデザインを公募し、
役場職員の佐藤康輔さん（鹿島）の案が採用されました。こ
の日は、伊保内高等学校へ今春からバイク通学する林大地さ
ん（３年・山屋）と桂川拓也さん（同・瀬月内）にご当地ナ
ンバーが交付されました。ナンバーを受け取った２人は「交
通安全に気を付け運転し、九戸村をPRしていきたい」と話
していました。 小学校前で黄色い羽根を児童に配布し、交通安全を呼び掛けました

４月８日、５つの小学校前で配布
黄色い羽根に誓う交通安全
　春の交通安全運動が４月６日から15日まで全国的に展開
されました。本村では４月８日、村内５小学校前で黄色い羽
根を児童へ配布。「おはようございます」と元気に登校する
児童たちに、村交通安全母の会や村交通安全協会の皆さんが、
黄色い羽根を手渡しました。また、各小中学校では交通安全
教室も行われ、児童・生徒たちは横断歩道の渡り方や自転車
の運転マナーを、村交通指導員などから学びました。新１年
生や進級した児童たちは、交通ルールを確認し、気持ちを新
たに交通事故に遭わないよう誓い合っていました。応募作品が採用された佐藤康輔さん（左）と、交付された

ナンバーを喜ぶ、桂川拓也さん（中）と林大地さん（右）
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元気はつらつとした踊りでオープニ

武田節を歌い自慢ののどを披露した、
大畑一男さん

故平中実雄氏の叙勲受章を喜ぶ、長男・実博氏（左）と五枚橋村長

村議会議員として地方自治に貢献
故平中実雄氏へ叙勲
　故平中実雄氏に旭日単光章が授与され、
３月23日に長男・実博氏へ賞状と勲章
が贈呈されました。実雄氏は昭和54年
７月から平成３年６月まで３期12年の
長きにわたり、村議会議員を在職。総務
常任委員会副委員長などを務め、地方自
治の伸展に多大な貢献をしました。
　また、昭和61年４月からは村土地改
良区の理事、平成２年４月からは同理事
長を歴任。13年もの間、土地改良事業の
導入に向けた合意形成に奔走し、事業の
円滑な推進に貢献したことなどがたたえ
られ受章となりました。実博氏は「父の
偉大さにあらためて気付かされた。この
栄誉を励みに今後もがんばっていきたい」
と喜んでいました。

くのへパークゴルフ場が４月３日オープン
もてなしが呼ぶ交流の輪
　くのへパークゴルフ場の営業が４月３日から始まり、この日に
オープンセレモニーが行われました。今年は例年より２週間ほど早
い営業開始となり、初日は約130名がプレーを楽しみました。当
日は地元産のあべどりを使った焼肉や餅せんべいなどが無料で振る
舞われました。八戸市から来た渡部誠さん（74歳）は「コースが
きれいに整備され、温かいおもてなしがうれしい」と喜んでいまし
た。初日から８日間は無料解放され、待ちわびていた愛好家の皆さ
んが、和気あいあいと交流を深めながら快音を響かせていました。

村消防団・規律訓練礼式の部
第14分団が見事５連覇
　村消防団訓練大会・規律訓練礼式の部が４月24日、伊保
内小学校校庭で行われました。大会の結果、第14分団が見
事５連覇を達成しました。大会には村内全15分団・171名
が出場し、指揮者の号令の下、団員が隊列を組み部隊行動
にて順位を競いました。出場した団員たちは、日ごろの訓
練成果を発揮しようと、士気高く引き締まった表情で、堂々
とした動作を披露していました。審査の結果、優勝は第14
分団、第２位は第10分団、第３位は第９分団となりました。

会話に花を咲かせながらプレーを楽しむ来場者

統率のとれた部隊訓練を披露し、５連覇を成し遂げた第14分団
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二
戸
消
防
署
九
戸
分

署
で
は
３
月
７
日
、
水

槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
３
年
か
ら
25

年
間
使
用
し
て
い
た
ポ

ン
プ
車
を
更
新
し
、
昨

年
度
に
６
０
２
６
万
円

で
購
入
し
ま
し
た
。

　

導
入
さ
れ
た
ポ
ン

プ
自
動
車
は
水
槽
付

九戸分署ポンプ車更新

　

平
成
27
年
度
、
県
と
県
歯
科

医
師
会
が
実
施
し
て
い
る
県

イ
ー
歯
ト
ー
ブ
８
０
２
０
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
野
辺
地
タ

キ
さ
ん
（
89
歳
・
江
刺
家
上
）

が
表
彰
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
80
歳
以
上

で
20
本
以
上
の
歯
を
持
っ
て
い

る
人
が
表
彰
さ
れ
、
県
内
で
は

１
５
９
１
名
、
二
戸
管
内
で
は

65
名
が
受
賞
。
昨
年
度
、
本
村

か
ら
は
野
辺
地
タ
キ
さ
ん
が
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

野
辺
地
タ
キ
さ
ん  

20
本
以
上
の
歯

新たに更新された水槽付きポンプ自動車

89
歳
で
20
本
以
上
の
歯
が
あ
り

表
彰
を
受
け
た
、
野
辺
地
タ
キ
さ
ん

き
で
、
以
前
の
ポ
ン
プ
車
よ
り

積
載
水
量
が
５
０
０
ℓ
増
え
、

２
０
０
０
ℓ
積
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
金
属
な
ど

の
火
災
時
、
水
に
液
体
を
混
ぜ

な
が
ら
効
果
的
に
消
火
を
行
う
、

Ａ
Ｂ
Ｄ
火
災
対
応
薬
液
な
ど
が

備
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
よ
り

迅
速
な
消
火
活
動
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

村
交
通
指
導
員
辞
令
交
付
式

が
４
月
１
日
、
役
場
第
３
会
議
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
指
導
員
６
名

が
参
加
し
、
五
枚
橋
久
夫
村
長
か

ら
一
人
一
人
に
辞
令
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。五
枚
橋
村
長
は「
交

通
事
故
の
な
い
明
る
い
村
づ
く

り
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
激

励
の
あ
い
さ
つ
。
指
導
員
は
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
、
交
通

事
故
防
止
を
図
る
た
め
の
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

交
通
指
導
員
６
名
に
辞
令
書
交
付

辞
令
書
を
受
け
取
っ
た

村
交
通
指
導
員
６
名

１歳のお誕生日おめでとう☆

　

平
成
27
年
度
（
冬
季
）
村

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
受

賞
者
が
決
ま
り
、
３
月
に
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
１
団
体
６
名
が
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。
表
彰
さ

れ
た
人
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬

称
略
・
学
校
名
・
学
年
は
受

賞
時
）

《
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞
》

◆
浅
水
洸ひ
ろ

佳か

（
日
本
女
子
体

育
大
学
２
年
）

《
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
》

◆
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｉ
㆐
Ａ
（
伊

保
内
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

◆
森
美
沙
希
（
九
戸
中
２
年
）

◆
小
野
寺
琢
也
（
村
ス
キ
ー

協
会
）

◆
下
川
原
涼
太
（
九
戸
中
３

年
）

◆
森
太
久
斗
（
伊
保
内
小
６

年
）

◆
山
下
愛あ

望み

（
戸
田
小
２
年
）

１
団
体
６
個
人
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
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諳そ
ら
んず
る
句
の
心
髄
や
風
光
る

忽こ
つ

然ぜ
ん

と
花
冷
え
の
中
恩
師
逝
く

山
吹
や
父
の
生
家
は
一
軒
家

う
ら
ら
か
や
心
の
刺と

げ

も
癒
さ
れ
し

永
き
日
や
も
の
み
な
旨
し
空す

き
っ
腹

冬
部　

雪
女

ほ
ろ
ほ
ろ
と
散
る
山
吹
に
あ
る
風
情

点
滴
の
ぽ
と
り
ぽ
と
り
と
花
の
冷

農
を
継
ぐ
気
持
ち
固
ま
り
卒
業
す

竿
売
り
の
声
の
余
韻
や
春
の
路
地

持
ち
馴な

れ
し
鍬く
わ

の
リ
ズ
ム
や
耕
せ
り

櫻
庭　

義
也

風
光
る
老
の
一
徹
鎌
を
研
ぐ

曲
り
鎌
鋭
く
磨と

ぎ
て
春
を
待
つ

花
冷
え
に
薄
く
た
な
び
く
煙
か
な

谷た
に

間あ
い

に
咲
く
山
吹
の
楚そ

楚そ

と
し
て

菅
野　

岑
子

一
病
を
上
手
に
抱
え
春
を
待
つ

町
中
に
残
る
古
井
の
注し

連め

飾

天
心
を
凛り

ん

と
渡
る
や
寒
の
月

一
切
の
も
の
払
ひ
捨
て
冬
木
の
芽

田
村　

畦
畔

共
に
生
き
感
謝
の
一
日
風
光
る

花
冷
に
人
出
も
減
ら
ぬ
城
跡
か
な

山
吹
や
今
懐
か
し
こ
の
道
は

こ
の
色
は
母
の
好
み
や
犬
ふ
ぐ
り

今
年
畑
い
か
に
と
思
案
春
炬こ

た
つ燵

高
島
ふ
み
女

新
時
代
水
な
き
田で

ん

圃ぽ

畦く
ろ

を
塗
る

舘
村　

青
村

花
冷
え
の
村
ひ
っ
そ
り
と
夜
の
と
ば
り

一
重
八
重
山
吹
烟け

む

る
山
雨
か
な

明
け
遺や

ら
ぬ
里
や
名
残
り
の
細
さ
さ
め
ゆ
き雪

花
辛こ

ぶ
し夷
夫
を
香
ら
す
大
樹
か
な

ど
こ
行
く
も
長の

ど
か閑
な
村
や
鳶と
び

の
笛

【
三
月
席
題
詠
よ
り
】

春
よ
春
心
う
る
お
す
九
戸
句
座　
　
　
（
雪　

女
）

春
耕
や
ふ
し
く
れ
の
手
は
宝
物

才
あ
り
と
う
ぬ
ぼ
れ
続
く
四
月
馬
鹿　
（
畦　

畔
）

上
掛
け
を
明
る
く
替
え
て
春
炬
燵

才
走
る
駿
足
球
児
か
げ
ろ
い
て　
　
　
（
ふ
み
女
）

耕
し
を
止
め
て
幾
年
よ
よ
老
鏡　
　

俗
人
の
無
能
無
才
や
蜆

し
じ
み
汁　
　
　
　
　
（
青　

村
）

名
句
佳
句
心
が
通
う
弥
生
句
座

　
東
京
都
の
天
ぷ
ら
専
門
店
で
52
年
間
、

調
理
師
と
し
て
働
き
、
現
在
は
、
江
刺

家
上
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
も
務
め
て
い

る
南
雄
二
郎
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
こ
け
し
作
り

な
ど
が
趣
味
だ
ね
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
食
事
は
腹
八

分
目
に
抑
え
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す

る
こ
と
が
元
気
の
秘
け
つ
だ
ね
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
毎
週
１
回
カ

ラ
オ
ケ
に
行
き
、
発
表
会
な
ど
で
歌
を

歌
う
こ
と
が
好
き
だ
よ
。

　
岩
手
県
立
大
学
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
を
学

ぶ
、
岩
崎
佑
紀
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
ギ
タ
ー
を
弾
く
の
が
好

き
で
す
。
父
か
ら
教
わ
り
、
長
渕
剛
の
曲
を
弾

く
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

◆
休
み
の
日
は
？　
大
学
の
友
達
と
ボ
ー
リ
ン

グ
を
し
た
り
映
画
を
見
た
り
と
、
毎
週
の
よ
う

に
遊
ん
で
い
ま
す
。（
笑
）

◆
一
番
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
？　
パ
ソ
コ
ン

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
専
門
に
学
び
、
自
分

の
知
識
と
な
る
こ
と
が
面
白
い
で
す
ね
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
を
構
築
す
る
仕
事
を
す
る
こ
と
が
夢
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
自
分

の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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手をつなぎ、みんなで国体を迎えましょう !

キャップで作った
こくっち

「ワン・ワールド・フェスタ」で＝３月５日、
世界９カ国の皆さんと一緒に

漆
原
一
三
教
育
長（
右
）に

キ
ャ
ッ
プ
を
手
渡
す
伊
保

内
小
学
校
児
童
会
執
行
部

平成28年10月２日（日）ナインズ球場で
軟式野球競技会を開催

■
事
務
局
の
自
信
作
で
す

　
キ
ャ
ッ
プ
で
、「
こ
く
っ
ち
」
を

作
っ
て
み
ま
し
た
。
作
っ
て
み
た

い
方
は
、教
育
委
員
会
事
務
局
（
☎

42‐２
１
１
１
内
線
３
０
４
）ま
で
。

集ったキャップ1万7985個

☆ 4704個のキャップを使った２ｍ×３ｍの大作 ☆

キ
ャ
ッ
プ
で
歓
迎
の
シ
ン
ボ
ル
作
る

ナ
イ
ン
ズ
球
場
に
飾
り
国
体
選
手
を〝
お
も
て
な
し
〞

　
心
配
し
て
い
た
「
こ
く
っ
ち
」
に
使
用
す
る
黒
色

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ほ
か
の
色
を
含
め
る
と
１
万

７
９
８
５
個
の
キ
ャ
ッ
プ
が
集
り
ま
し
た
。
私
た
ち

九
戸
村
の
持
つ
絆
の
力
は
、す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
伊
保
内
小
学
校
で
は
３
月
16
日
、
児
童
会
執
行
部

の
及
川
圭
斗
君
、
三
澤
の
の
か
さ
ん
、
山
下
結ゆ

愛め

さ

ん
が
漆
原
一
三
教
育
長
に
集
め
た
キ
ャ
ッ
プ
を
届
け

て
く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　希望郷いわて国体開催200日前イベントの「キャップアート大作戦！」が３月21日、村公民館で
開かれました。参加者は、まずデザインに従って、キャップをはめ込んだ294枚のパネルを作製。作っ
たパネルを全部組み合わせると、縦約２ｍ×横約３ｍの「まさざねくん」と「こくっち」が現れました。
使用したキャップは、村民の皆さんから提供していただいた4704個。その中の１個が欠けても、こ

　一人一人の持つ力（小さなキャップ )
が、絆の力でつながり大作を作り上げ

たこと。そのことが希望につながると

の思いから、参加者全員で作品を「九

戸村の希望」と名付けました。副題は、

「〝まさざねくん〟と〝こくっち〟がハイ

タッチ。感謝、絆そして希望へと」と

しました。村公民館２階に展示中です。

2016希望郷
いわて国体

作品名《九戸村の希望》

歓迎の
シンボルの
完成だよ!!

の作品は完成しませんでした。携わって
いただいた多くの方々に感謝です。当日
は、参加者全員で「わんこダンス」を踊っ
て、作品の完成を祝いました。

村民総
参加

宣言

国体を盛り上げようとする村民の
〝絆〞の力が大作を完成

させました。
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のおすすめ図書

　偶然、僕が病院で拾った
1冊の文庫本。タイトルは
「共病文庫」。それはクラ
スメイトの山内桜良の秘密
の日記帳だった。そこには
彼女の余命がもういくばく
もないと書かれていて…。
本屋大賞にノミネートされ
たデビュー作。

君の膵
すい

臓
ぞ う

をたべたい
住野　よる　著／双葉社

ぼくらの民主主義なんだぜ
高橋　源一郎　著／朝日新書

Ａではない君と
薬丸　岳　著／講談社

　壊れた日本を作り直す、
絶望しないための48カ条。
震災と原発、特定秘密保
護法、若者の就活、ヘイ
トスピーチ、従軍慰安婦、
表現の自由などを取り上
げた「朝日新聞」連載「論
壇時評」を書籍化。

　

九
戸
中
学
校
は

平
成
28
年
度
生
徒

１
５
１
名
、
教
職
員

24
名
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

吉
田
竜
二
郎
校
長

は
始
業
式
の
式
辞
で

第
１
に
、「
目
標
を

持
ち
、
そ
の
達
成
に

向
け
て
努
力
を
続
け

る
１
年
に
」。

　

第
２
に
、「
自
分

と
周
り
の
仲
間
の
互

い
の
『
命・心・体
』
を
大
切
に
」。

　
第
３
に
、「
３
年
生
は
、
学
校

の
顔
と
し
て
現
状
を
ス
タ
ー
ト

地
点
と
し
て
素
晴
ら
し
い
九
戸

中
に
す
る
た
め
に
活
動
を
展
開
。

２
年
生
は
、
３
年
生
を
支
え
、

１
年
生
の
身
近
な
目
標
と
し
て
、

　

４
月
６
日
、
30
名
の
新
入
生

を
迎
え
て
入
学
式
、
翌
日
か
ら

恒
例
の
新
入
生
合
宿
が
行
わ
れ

ま
し
た
。初
日
は
県
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
副
会
長
小
島
勝
子

氏
を
講
師
に
、
体
を
動
か
し
な

が
ら
新
し
い
人
間
関
係
の
構
築

に
努
め
ま
し
た
。
２
日
目
は
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
伊
保
内
高

校
で
何
を
頑
張
り
た
い
か
」
を

テ
ー
マ
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
を
作
成
。
２
日
間
の
活

動
を
通
し
、
高
校
生
活
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。
生
徒
の

感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
難
し
い
問
題
や
解
決
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
と
き
に
は
、
仲

間
や
周
り
の
人
と
協
力
し
て
成

し
遂
げ
て
い
き
た
い
。

一
学
年
担
任　

菊
池　

和
幸　

新
入
生
合
宿
で
決
意
新
た
に

151名で新年度スタート

　子どもが罪を犯した時、
親にできることは何か。元
妻が引き取った息子が死体
遺棄容疑で逮捕された。し
かし息子は弁護士に何も話
さない。苦悩する吉永が選
んだのは「付添人」という
道だった。第37回吉川英
治文学新人賞受賞作品。

　世界中のパパ・ママ
から感謝の声続々!!たっ
た10分で寝かしつけ！
「心理学的効果」によ
って読むだけで、お子
さんが眠る絵本です。
寝かしつけに困ってい
る人は是非試してみて
ください。

おやすみ、ロジャー
カール＝ヨハン・エリーン　著／飛鳥新社

１
年
生
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
先
輩

に
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
九
戸
中
学
校
）

転
入
し
た
先
生
方
、
吉
田
竜
二
郎
校

長
（
中
）、
川
又
幸
子
教
諭
（
右
）、

小
野
寺
広
樹
教
諭
（
左
）

　子どもが罪を犯した時、
親にできることは何か。元

○
高
校
３
年
間
、
悔
い
が
残
ら

な
い
よ
う
に
勉
強
、
部
活
共
に

一
生
懸
命
取
り
組
み
た
い
。

○
そ
れ
ぞ
れ
の
ゴ
ー
ル
に
向
け

て
、
学
年
全
員
で
協
調
し
合
い

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

決
意
を
新
た
に
す
る
新
入
生



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

12

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

新
生
活
が
始
ま
る
春
は
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
変
化
か
ら
、
体
調
を
崩
し
や
す
い

時
期
で
す
。
今
回
は
健
康
な
１
日
を
過

ご
す
の
に
欠
か
せ
な
い
、
朝
食
の
大
切

な
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
脳
の
働
き
を
活
発
に
し
、
集
中
力
や

記
憶
力
を
高
め
る

　

脳
は
寝
て
い
る
間
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖
を
消
費
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
ブ
ド
ウ
糖
は
体
内
に
多
く
貯
蔵

で
き
な
い
た
め
、
朝
食
か
ら
の
補
給
が

必
要
で
す
。
朝
食
を
抜
く
と
脳
へ
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
補
給
さ
れ
ず
、
体
が
だ
る
い
、

頭
が
働
か
な
い
と
い
っ
た
状
態
に
な
り

ま
す
。
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
で
脳
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
送
ら
れ
、
勉
強
や
仕
事
に

集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

 

◆
体
温
が
上
昇
し
、
代
謝
が
高
ま
る

　

朝
食
に
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
炭
水
化
物

を
食
べ
る
と
血
糖
値
が
上
昇
し
、
就
寝

時
に
下
が
っ
て
い
た
体
温
が
上
が
り
ま

す
。
ま
た
血
流
が
増
え
る
た
め
全
身
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
運
ば
れ
、
眠
っ
て
い
た

体
が
目
覚
め
ま
す
。
朝
食
を
抜
く
と
血

糖
値
と
体
温
が
上
が
ら
ず
、
だ
る
さ
や

眠
気
を
感
じ
す
っ
き
り
目
覚
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
栄

養
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
取
り
ま
し
ょ
う

　
朝
食
に
必
ず
食

べ
て
い
た
だ
き
た

い
の
が
ご
飯
や
パ

ン
な
ど
の
炭
水
化
物
。
炭
水
化
物
に
多

く
含
ま
れ
る
糖
質
は
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
で
す
。
ま
た
糖
質
は
ゆ
っ
く
り
消
化

さ
れ
る
の
で
長
い
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供

給
で
き
、
腹
持
ち
が
よ
く
お
腹
が
す
き

に
く
い
で
す
。

　

次
に
魚
や
肉
、
卵
、
乳
製
品
に
多
く

含
ま
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
は
、
血
液
や
筋

肉
を
作
る
の
に
大
切
な
栄
養
素
で
体
温

を
上
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
野
菜
の
ビ
タ
ミ
ン
は
、
栄
養

素
を
体
内
に
取
り
込
む
こ
と
に
使
わ
れ

ま
す
。
ま
た
野
菜
に
含
ま
れ
る
食
物
繊

維
は
胃
腸
の
働
き
を
良
く
し
て
く
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
の

が
望
ま
し
い
で
す
が
、
忙
し
く
て
し
っ

か
り
食
べ
れ
な
い
と
い
う
と
き
は
、
せ

め
て
炭
水
化
物
（
ご
は
ん
や
パ
ン
）
だ
け

で
も
食
べ
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
で
す
。

（
保
健
師　
船
山　
信
香 

）

朝
食
を
食
べ
て
元
気
な
体
づ
く
り

　

村
で
は
、
医
療
費
助
成
を
左
表
の
通

り
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
受
給
者
証
の
交
付
が
あ
る
人

対　
象　
者

就
学
前
の
乳
幼
児

妊
娠
５
月
の
初
日
か
ら
出
産
の

翌
月
末
日
ま
で
の
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２

　
級
の
人

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の

　
人

③
障
害
者
基
礎
年
金
１
級
の
人

④
療
育
手
帳
Ａ
の
人

①
配
偶
者
の
な
い
人
で
、
18
歳

　

未
満
の
児
童
を
扶
養
す
る
人

　

お
よ
び
そ
の
扶
養
を
受
け
る

　
18
歳
未
満
の
児
童

②
父
母
の
い
な
い
18
歳
未
満
の

　
児
童

※
18
歳
未
満
児
童
と
は
、
18
歳

　

に
達
す
る
年
度
の
３
月
末
日

　
ま
で
の
人

68
歳
、
69
歳
の
人
で
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し

て
い
な
い
人
（
村
外
医
療
機
関

の
外
来
分
は
対
象
外
）

⃝

転
出
や
死
亡
な
ど
で
資
格
を
失
っ
た

と
き
に
は
、
役
場
に
返
還
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⃝

対
象
者
で
も
、
所
得
制
限
を
超
過
し

て
い
る
人
に
は
受
給
者
証
は
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
役
場
窓
口
に
領
収
書
を
持

参
し
て
申
請
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担

額
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

◆
受
給
者
証
の
交
付
が
な
い
人

対　
象　
者

６
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
児
童
・

生
徒

寡
婦
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月

の
初
日
か
ら
70
歳
に
達
す
る
月

の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人

（
村
外
医
療
機
関
の
外
来
分
は

対
象
外
）

⃝

役
場
窓
口
で
、
申
請
書
に
領
収
書
を

添
付
し
申
請
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担

相
当
額
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
場
合
に
も
食
事
療
養
標
準

負
担
額
、
保
険
対
象
外
の
医
療
費
に
対

し
て
の
給
付
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

一人親家庭 区分乳幼児妊産婦重度心身障害者（児）老人（村単）

小・中学生寡　婦

医
療
費
助
成
を
紹
介
し
ま
す区分



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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建
物
火
災
の
出
火
原
因
で
毎
年
上
位

を
占
め
る
の
は
、
コ
ン
ロ
に
起
因
す
る

も
の
が
多
く
、
特
に
天
ぷ
ら
油
に
よ
る

も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆
天
ぷ
ら
油
火
災
の
防
止
に
つ
い
て

⃝

加
熱
中
は
、
そ
の
場
を
絶
対
に
離
れ

な
い
。
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

⃝

コ
ン
ロ
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
。

⃝

各
種
安
全
装
置
が
備
え
ら
れ
た
調
理

器
具
を
使
う
。

◆
天
ぷ
ら
油
火
災
の

消
火
に
つ
い
て

⃝

消
火
器
が
あ
れ
ば

消
火
器
で
消
火
す

る
。

⃝

コ
ン
ロ
の
火
を
止

め
、
鍋
を
覆
う
ふ
た

を
し
て
空
気
を
遮
断

し
、
消
火
す
る
。

村内の火災・救急（３月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 1 件 ＋ 1 件
救 急 28 件 71 件 － 12 件

天
ぷ
ら
油
に
注
意
を
！

　
平
成
28
年
度
「
岩
手
県
警
察
官
Ａ
（
大

卒
程
度
以
上
）」
採
用
試
験
の
概
要
は
次

の
通
り
で
す
。

◆
受
験
資
格

⃝

年
齢
…
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
男
性
・
女
性

⃝

学
歴

○
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業

し
た
者
、
ま
た
は
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
（
試
験

申
し
込
み
時
点
に
お
い
て
大
学
か
ら
卒

業
見
込
証
明
書
が
発
行
さ
れ
る
者
）

○
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
岩
手
県
人
事
員
会
が
認
め
る
者

◆
申
込
受
付
期
間
（
予
定
）

　
平
成
28
年
５
月
か
ら
６
月
中

◆
申
込
方
法
お
よ
び
申
込
先
（
予
定
）

　
電
子
申
請
ま
た
は
郵
送
・
持
参
に
て
、

岩
手
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
第
１
次
試
験
（
予
定
）

　
平
成
28
年
７
月
10
日
（
日
）

◆
第
２
次
試
験
（
予
定
）

　
平
成
28
年
９
月
上
旬

◆
採
用
時
期
（
予
定
）

　
平
成
29
年
４
月
１
日

　

た
だ
し
、
欠
員
の
変
動
な
ど
に
よ
っ

県
警
察
官
Ａ
を
募
集
し
ま
す村内の交通事故（３月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 － 1 件
物損事故 4 件 23 件 － 2 件
負 傷 者 0 人 0 人 － 1 人
死 亡 者 0 人 0 人 ±0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 0 人 ±0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 539日
（3月31日現在）

て
、
平
成
28
年
10
月
１
日
採
用
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
採
用
予
定
数

　

未
定
で
す
が
、
平
成
27
年
度
採
用
試

験
は
、
男
性
40
人
程
度
・
女
性
６
人
程

度
で
実
施
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
採

用
試
験
も
お
お
む
ね
同
程
度
の
採
用
予

定
数
と
な
る
見
込
み
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
手
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
人

事
係

⃝

採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
‐
２
０
４
０
３
４

　

県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
で
随
時
情
報
配
信
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

右
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
届
け
出
が
必
要
な
と
き

　
20
歳
に
な
っ
た
と
き

　
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

　
住
所
・
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

▽
持
参
す
る
も
の

　
印
鑑

　
年
金
手
帳

　
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

全
て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
次

の
よ
う
な
と
き
に
は
、
届
け
出
が
必
要

で
す
。

　

も
し
、
届
け
出
を
し
な
な
か
っ
た
場

合
、将
来
、年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ

う
。
届
け
出
に
必
要
な
も
の
は
場
合
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

次
の
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ５月２日㊊ ５月９日㊊ ５月16日㊊
空 き 缶 ５月17日㊋ ５月23日㊊ ５月24日㊋
粗 大 ご み ５月30日㊊ ５月10日㊋
紙・プラ類 ５月12日㊍ ５月18日㊌ ５月26日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
５ ８ 松井内科医院 33-2201 ５ ８ ほんだ歯科クリニック 23-9591
15 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 15 こしみず歯科クリニック 33-4618
22 川村医院 23-3252 22 菅原歯科医院 27-3301
29 いちのへ内科クリニック 33-2701 29 菅歯科 23-5161

５月

①職種②就業場所③年齢④基本給
⑤資格など

◎４月15日現在の求人情報から
掲載しています。求人に関するお
問い合わせは、ハローワーク二戸
（☎23-3341）まで。求人情報は役
場ロビーでも配布しています。

求人情報
■㈱九戸村ふるさと振興公社
①販売補助店員（臨時職員）②九戸
村③不問④695円～⑤接客経験がある
人、雇用期間：採用日～平成29年３月
31日、週５日程度勤務
■有限会社  竹村商事
①ブロイラー・生鳥処理作業員（正
社員）②九戸村③不問④169,670円～
181,700円⑤普通自動車免許一種
■社会福祉法人  九戸村社会福祉協議会
①調理員（パート労働者）②九戸村
③不問④765円⑤調理師免許、雇用期
間：採用日～平成29年３月31日、試用
期間６カ月、週５日勤務
■有限会社  阿部悦三商店
①食肉加工作業員（パート労働者）②
九戸村③不問④695円⑤普通自動車免
許一種、雇用期間：採用日～12カ月、
試用期間３カ月、週５～６日程度勤務
■大崎運輸  有限会社
①一般事務員（正社員）②九戸村③64
歳以下④134,250円～203,250円⑤普通
自動車免許一種、パソコン操作、試用
期間３カ月
■特定非営利活動法人  カントリーハウ
ス愛住
①介護員（パート労働者）②九戸村③
不問④700円⑤試用期間２カ月、週５
日以内勤務

水道未普及地域の補助金額が一部改正
　水道未普及地域における、飲料水の確保を目的とした補助金交付要綱が
一部改正されました。補助対象となる事業と補助金の額は次の通りです。

■補助金対象事業
●取水施設工事　●ろ過施設工事　●配水共同管（内径50㎜以上）布
設工事　●井戸用ポンプ更新工事（法定耐用年数を経過したものに限る。
また、法定耐用年数を経過後は、再度補助対象とする）

■補助金額　　　　　　　　　改正前　　　　　改正後
●１世帯単独で実施　　　　200,000円　→　400,000円　　
●２世帯共同で実施　　　　300,000円　→　600,000円
●３世帯共同で実施　　　　400,000円　→　800,000円
●４世帯以上で共同実施　　500,000円　→1,000,000円
補助金額は、補助対象事業費の２分の１に相当する額となります。
■申し込み・問い合わせ　農林建設課水環境班（☎42-2111内線271）

　３月９日に配布した、平成28年度のごみ収集日程表（緑色）に誤りがありました。
鹿島、伊保内上・下、川向、南田区域において、紙・プラスチック類が５月19日と
あるのは５月18日㊌の誤りでした。お詫びして訂正します。
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

編集後記
◆広報５年目を迎えた今でも、広報
の締切を守れない今日この頃です。
期限や時間を守ることができるよ
う、本年度も努力していきたいと
思いますので、皆さまご協力の程、
よろしくお願いいたします。（下村）

人のうごき
（平成28年4月1日現在）

●人　口　　６，１１０　人  （ー１９）
　　男　　　 ２，９４３　人  （ー１０）
　　女　　　 ３，１６７　人  　（ー９）
●世帯数　　２，１５９世帯　　（＋３）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 ２３　人  　（３７人）
　 転　 出　　　 ３８　人  　（６０人）
　 出　 生　　 　　３　人  　　（９人）
　 死　 亡　　　 　８　人  　（３０人）

（カッコ内は１月からの累計）

障がい者向け
無料相談

■電話での相談
専門相談員が相談に応じます。
☎019-639-6533
■来室での相談
事前に電話で予約をお願いします。
■受付時間
●月～水・金曜日
　午前10時～午後３時
　（第３金曜日、祝祭日除く）
●木曜日　午後３時～午後８時
●第３土曜日　午前10時～午後３時
■弁護士による相談
●日時　毎月第２火曜日
　午前10時～午後３時
■相談料　無料
■申し込み・問い合わせ
県障がい者110番相談室（☎019-
639-6533）

障がい者相談員
相談ください

　障がい者相談員は、村が委嘱し
た民間の相談員です。障がいのあ
る人やその家族からのさまざまな
相談を受け付け、問題解決のため
の指導、助言を行っています。（敬
称略）
■身体障がい者相談員
●滝本たけ（戸田上）
　☎43-2849
●平中昭夫（荒谷）
　☎42-3437
●池田武雄（丸木橋）
　☎42-3783
■知的障がい者相談員
●柾本啓子（伊保内下）
　☎42-2437

  事業主の皆さんへ
7月11日まで納付を

　労働保険料は年度当初に概算で
保険料を納付し、翌年度に確定保
険料を計算し、精算する方法をとっ
ています。
　本年度の申告・納付期限は７月
11日となっていますので、期日ま
でに最寄りの銀行または郵便局に
て手続きをお願いいたします。
■問い合わせ
岩手労働局総務部労働保険徴収室
（☎019-604-3003）

  ６月４日～10日は
歯と口の健康週間

　６月４日から10日までは歯と口
の健康週間です。口は体の中で最
初の消化器官です。日頃から健口
を意識し健康を保ちましょう。80
歳まで丈夫な歯を20本残し、元気
で楽しく暮しましょう。
■歯と口の健康週間　
６月４日㊏～10日㊎



■
発
行
／
岩
手
県
九
戸
村　
■
編
集
／
総
務
企
画
課

〶
０
２
８-

６
５
０
２　

岩
手
県
九
戸
郡
九
戸
村
大
字
伊
保
内
第
10
地
割
11
番
地
６

電
話
番
号
／
０
１
９
５
（
４
２
）
２
１
１
１
㈹

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／kunohe@

vill.kunohe.iw
ate.jp　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w

.vill.kunohe.iw
ate.jp/

広
報
く
の
へ
平成25年
３月号
No.660

■
発
行
／
岩
手
県
九
戸
村　
■
編
集
／
総
務
企
画
課

〶
０
２
８-

６
５
０
２　

岩
手
県
九
戸
郡
九
戸
村
大
字
伊
保
内
第
10
地
割
11
番
地
６

電
話
番
号
／
０
１
９
５
（
４
２
）
２
１
１
１
㈹

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
／kunohe@

vill.kunohe.iw
ate.jp　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w
.vill.kunohe.iw

ate.jp/

広
報
く
の
へ
平成28年
５月号
No.698

161616

　

ク
リ
ー
ン
九
戸
行
動
日
に
設
定

さ
れ
た
４
月
16
日
、
村
内
各
地
に

お
い
て
自
治
会
や
子
ど
も
会
な
ど

が
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　

役
場
前
に
お
い
て
は
、
九
戸
村

商
工
会
や
社
会
福
祉
法
人
九
戸
福

祉
会
な
ど
の
団
体
や
個
人
の
有
志

が
集
ま
り
、
合
同
で
開
会
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
五
枚
橋
久
夫
村
長

は
、「
本
日
は
た
く
さ
ん
の
団
体
の

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
あ
り

が
た
い
。
住
み
よ
い
村
、
美
し
い

村
づ
く
り
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

参
加
者
は
４
つ
の
地
区
に
分
か

れ
て
、
き
れ
い
な
九
戸
村
を
維
持

し
よ
う
と
環
境
美
化
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
年
配
の
人

も
参
加
し
、
道
路
脇
に
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
や
空
き
瓶
を
集
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、路
肩
か
ら
奥
に
入
っ

た
場
所
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
、
雑

誌
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
も
協
力

し
て
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

　

雪
解
け
後
、
村
民
み
ん
な
で
協

力
し
毎
年
行
っ
て
い
る
効
果
も
あ

り
、
道
端
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
ご

み
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

みんなの手できれいな村に ク
リ
ー
ン
九
戸
行
動
日

力を合わせて環境美化に努めようと、クリーン行動日の開会式に臨む参加者の皆さん

住みよい九戸村を維持していこうと、積極的に清掃活動に汗を流しました
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